
fdr-210 / デブリ-210 

段階： Design 

廃炉プロセス 「燃料デブリ取り出し」 

  検討対象 「止める/冷やす/水素（安定状態の維持）」 

    課題 「水素発生挙動の把握」 

ニーズ 

1. 水素発生量を予測・計測したい 

燃料デブリ取り出し：【短期】 

望ましい現状とその理由 

⚫ 燃料デブリ取り出し期間中において水素爆発などの事象発生を防ぐために、特に水の放射線分解に

よる水素発生量を予測・計測し、PCV 内において滞留しやすい箇所の同定を行うことが望ましい。 

⚫ 水の放射線分解による水素発生量を予測するために、核種の分布や線量強度の把握を行うことが望

ましい。 

理想と現実のギャップ／解決すべき課題 

⚫ 燃料デブリからの放射線によって水の放射線分解が起こり、水素が発生する可能性がある。現在実

施されている窒素封入が維持されない場合には、これら水素が可燃限界に到達して、水素爆発が発

生する可能性に留意する必要がある。 

⚫ 水素が滞留する位置としては、PCV や RPV の上部、そして配管等が想定される。特に配管等の狭い

領域においては、万が一水素が燃焼した後に、火炎の加速が生じやすいことから注意が必要である。  

⚫ 上記を踏まえて、水素発生量の予測・評価手法を策定し、滞留位置との兼ね合いから水素爆発が発

生した場合の規模や発生のしやすさを確認することが必要となる。 

（参考）関連する研究課題 

実施されている研究課題 

• 特になし 

検討されている研究課題 

• CUUSOO「配管内に滞留している水素ガスの配管外からの検出方法又は水素ガス滞留量の評価手法

の開発」 



関連する課題 

➢ デブリ-101「燃料デブリの状況把握」 

➢ デブリ-208「安定状態維持のための燃料の状況把握」 


